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晴れの栄誉に輝かれたことを
お祝い申し上げます。

令和 6 年 春の叙勲

【
旭
日
双
光
章
】

【
旭
日
単
光
章
】

今　

野　

秀　

俊
氏

（
登
米
み
な
み
商
工
会　

前
会
長
）

舘　

股　

秀　

隆
氏

（
玉
造
商
工
会　

会
長
）

席
を
賜
り
開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
各
商
工
会
の

総
会
・
総
代
会
に
お
い
て
、
新
た

に
就
任
さ
れ
た
十
一
名
の
商
工
会
長

及
び
県
女
性
連
会
長
を
紹
介
し
た
。

佐
藤
会
長
は
開
会
挨
拶
で
、「
原

材
料
・
資
源
価
格
の
高
騰
、
人
手

不
足
、
コ
ロ
ナ
関
連
融
資
返
済
の

本
格
化
、
最
低
賃
金
の
大
幅
値
上

げ
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
や
電
子
帳
簿
保
存
法

へ
の
対
応
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
国
等
関
係
要

路
に
対
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
大
型
経
済
対
策
の
早
期
実
現

と
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

支
援
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
策
の

拡
充
に
つ
い
て
陳
情
・
要
望
活
動

を
行
っ
た
。

ま
た
、
商
工
会
の
経
営
発
達
支

援
計
画
に
つ
い
て
は
、
東
北
経
済

産
業
局
と
連
携
し
、
商
工
会
ご
と

に
個
別
相
談
会
を
開
催
し
策
定
を

支
援
し
た
結
果
、
申
請
し
た
す
べ

て
の
商
工
会
が
認
定
を
受
け
た
。」

と
述
べ
た
。

続
い
て
、
令
和
五
年
度
の
会
員

増
強
並
び
に
共
済
事
業
に
お
い
て

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
五
商
工
会

を
代
表
し
て
、
名
取
市
商
工
会
と

岩
沼
市
商
工
会
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
た
。

議
案
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
若

柳
金
成
商
工
会
佐
藤
会
長
を
議
長

に
選
出
し
、
提
出
さ
れ
た
令
和
五

年
度
事
業
報
告
や
収
支
決
算
な
ど

の
五
議
案
は
慎
重
な
る
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
第
六
号
議
案　

任
期

満
了
に
伴
う
役
員
選
任
の
件
で

は
、
会
長
に
齋
藤
富
嗣
氏
を
は
じ

め
、十
八
名
の
役
員
を
選
任
し
た
。

令
和
六
年
度
の
本
会
通
常
総
会

が
、
五
月
二
十
八
日
、
仙
台
国
際
ホ

テ
ル
に
お
い
て
戸
邉
千
広
東
北
経
済

産
業
局
長
（
代
理
・
斎
藤
芳
徳
産
業

部
長
）
及
び
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事

を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨

新
会
長
に
齋
藤
富
嗣
氏

新
会
長
に
齋
藤
富
嗣
氏

（
石
巻
市
牡
鹿
稲
井
商
工
会
長
）を
選
任

（
石
巻
市
牡
鹿
稲
井
商
工
会
長
）を
選
任

︱
令
和
六
年
度
通
常
総
会
︱

︱
令
和
六
年
度
通
常
総
会
︱

開会挨拶をする佐藤会長

就任挨拶をする齋藤新会長

◆
新
役
員
名
（
敬
称
略
）
◆

会　

長

齋
藤　

富
嗣（
新
）

（
石
巻
市
牡
鹿
稲
井
商
工
会
長
）

副
会
長

佐
藤　

正
彦（
再
）

（
蔵
王
町
商
工
会
長
）

副
会
長

手
代
木　

悟（
新
）

（
大
崎
商
工
会
長
）

副
会
長

小
野　

寛
次（
新
）

（
登
米
み
な
み
商
工
会
長
）

専
務
理
事　

稲　

妻　

敏　

行（
再
）

理　

事　

大　

友　

浩　

幸（
新
）

（
岩
沼
市
商
工
会
長
）

　

〃　
　

加　

藤　

泰　

彦（
再
）

（
角
田
市
商
工
会
長
）

　

〃　
　

嶺　

岸　

義　

雄（
新
）

（
み
や
ぎ
仙
台
商
工
会
長
）

　

〃　
　

佐
々
木　

久　

夫（
新
）

（
く
ろ
か
わ
商
工
会
長
）

　

〃　
　

中　

島　

信　

也（
新
）

（
加
美
商
工
会
長
）

　

〃　
　

阿　

部　
　
　

庸（
新
）

（
栗
駒
鶯
沢
商
工
会
長
）

　

〃　
　

吉　

田　

信　

吾（
新
）

（
南
三
陸
商
工
会
長
）

理　

事　

今　

野　

和　

好（
新
）

（
本
吉
唐
桑
商
工
会
長
）

　

〃　
　

福　

田　

敬　

一（
再
）

（
宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
）

　

〃　
　

吉　

木　

妙　

子（
新
）

（
宮
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
）

監　

事　

櫻　

井　

俊　

寛（
再
）

（
大
河
原
町
商
工
会
長
）

　

〃　
　

安　

住　

政　

之（
新
）

（
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会
長
）

　

〃　
　

木　

村　
　
　

昇（
新
）

（
女
川
町
商
工
会
長
）

◆
表
彰
受
賞
商
工
会
◆

共
済
事
業
優
良
商
工
会

（
年
度
実
績
表
彰
）

（
商
工
会
順
）

①
組
織
強
化
優
良
商
工
会

　

名
取
市
商
工
会

②
共
済
事
業

　

年
度
加
入
実
績
優
良
商
工
会

⑴
新
規
加
入
上
位
商
工
会

　

岩
沼
市
商
工
会

　

亘
理
山
元
商
工
会

　

利
府
松
島
商
工
会

⑵
加
入
率
増
加
上
位
商
工
会

　

岩
沼
市
商
工
会

　

亘
理
山
元
商
工
会

　

栗
原
南
部
商
工
会
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去
る
六
月
四
日
、
亘
理
山
元
商

工
会
山
元
事
務
所
の
開
所
式
が
お

こ
な
わ
れ
、
来
賓
と
し
て
橋
元
山

元
町
長
、
山
田
亘
理
町
長
、
齋
藤

県
連
合
会
長
を
は
じ
め
来
賓
及
び

関
係
者
等
約
五
十
人
が
出
席
し

た
。早

坂
正
実
商
工
会
長
は
挨
拶
で

「
山
元
事
務
所
は
東
日
本
大
震
災

で
建
物
に
大
き
な
被
害
を
受
け
修

繕
を
行
い
な
が
ら
運
営
を
し
て
い

た
が
、
令
和
三
年
二
月
十
三
日
の

福
島
県
沖
地
震
で
再
び
大
き
な
被

害
に
見
舞
わ
れ
、
建
物
自
体
が
危

険
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
一
時

閉
鎖
し
事
務
所
機
能
を
亘
理
事
務

所
に
移
転
し
た
。
商
工
会
で
は
、

事
務
所
の
在
り
方
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ

再
建
を
決

定
し
、
資

金
面
で
山

元
町
復
旧

補
助
金
の

交
付
を
受

け
る
と
と

も
に
会
員

か
ら
の
寄

付
と
関
係

機
関
の
ご

協
力
に
よ

り
三
年
四
ヶ
月
ぶ
り
に
山
元
事
務

所
開
所
を
迎
え
ら
れ
、
地
域
会
員

二
四
〇
名
の
利
便
性
に
寄
与
し
支

援
の
場
と
し
て
機
能
出
来
る
こ
と

は
大
変
喜
ば
し
い
」と
話
さ
れ
た
。

続
い
て
、
来
賓
よ
り
ご
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

と
新
事
務
所
の
内
覧
が
行
わ
れ

た
。

【
山
元
事
務
所
概
要
】

①
木
造
平
屋
造
り

②�

建
築
面
積　

九
九
、三
七
平
方

メ
ー
ト
ル
（
三
○
、
一
一
坪
）

③�
事
務
室
、
相
談
室
、
給
湯
室
、

ト
イ
レ
等

再建した山元事務所

開所を祝したテープカット

「
三
年
四
ヶ
月
ぶ
り
に

「
三
年
四
ヶ
月
ぶ
り
に

事
務
所
が
再
建
」

事
務
所
が
再
建
」

︱︱
亘
理
山
元
商
工
会
山
元
事
務
所
開
所
式

亘
理
山
元
商
工
会
山
元
事
務
所
開
所
式
︱︱

令和６年度県内バイヤー等とのマッチングによる販路開拓支援事業

◇◆ 県内バイヤー等との個別商談会 ◆◇

宮城県商工会連合会では、県内の食品取扱事業者を対象に、商品をバイヤーへ個別に売り込んでいただく商談会を

開催しております。販路拡大を図る絶好の機会となっておりますので、是非ご参加ください。

尚、申込方法等詳細は、ご加入の商工会へお問い合わせください。

有 新杵屋 との個別商談会 令和６年 ９月１１日（水） 申込締切： 月 日

会社概要：山形県米沢市に本店を置く。催事販売、県内百貨店等への卸売り等多数の販売チャネルを

もつほか、三井アウトレットパーク仙台港内に「おみやげ処百絵」を展開している。

県
内
各
商
工
会
の
令
和
六
年
度

通
常
総
（
代
）
会
に
お
い
て
十
一

商
工
会
で
新
商
工
会
長
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

（
敬
称
略
）

名
取
市
商
工
会
長洞　

口　

祐　

一

丸
森
町
商
工
会
長中　

村　

次　

男

川
崎
町
商
工
会
長佐　

藤　

達　

也

亘
理
山
元
商
工
会
長

早　

坂　

正　

実

み
や
ぎ
仙
台
商
工
会
長

嶺　

岸　

義　

雄

利
府
松
島
商
工
会
長

髙　

橋　
　
　

渉

栗
原
南
部
商
工
会
長

今　

野　

敏　

昭

登
米
み
な
み
商
工
会
長

小　

野　

寛　

次

石
巻
か
ほ
く
商
工
会
長

生　

出　

竜　

哉

河
南
桃
生
商
工
会
長

若　

山　

智　

彦

南
三
陸
商
工
会
長吉　

田　

信　

吾

新
会
長
の
ご
紹
介
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宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合

自 動 車 共 済

そ の 他 共 済

―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

火災共済 な い ふ る 共 済
( )

休業対応応援共済
お問い合わせ・お申込みは お 近 く の 商 工 会 へ

【
事
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
】

今
か
ら
二
十
三
年
前
、
若
柳
町

の
工
業
団
地
造
成
に
伴
い
、
宿
泊

者
の
需
要
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か

ら
、
も
と
も
と
家
業
が
旅
館
業
で

も
あ
り
地
域
貢
献
へ
の
思
い
と
生

ま
れ
育
っ
た
環
境
で
培
っ
た
も
の

を
活
か
し
た
い
と
考
え
、
こ
れ
を

機
に
離
れ
て
い
た
地
元
へ
と
戻

り
、
二
〇
〇
二
年
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
と
し
て
新
規
開
業
す
る
こ
と

に
至
り
ま
し
た
。

【
力
を
入
れ
て
取
組
ん
で
い
る
こ
と
】

宿
泊
客
は
地
域
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス

客
が
七
割
、
他
三
割
は
ス
ポ
ー
ツ

大
会
や
地
元
帰
省
、
観
光
の
利
用

で
す
。

開
業
以
来
、
地
元
飲
食
店
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
と
し
て
は
珍
し
く
地

域
食
材
を
メ
イ
ン
と
し
た
日
替
わ

り
の
夕
食
と
朝
食
を
提
供
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、地
域
資
源（
ヒ
ト
・
コ
ト
・

モ
ノ
）
を
活
か
し
た
宿
づ
く
り
を

目
指
し
、
働
く
従
業
員
の
個
性
を

生
か
し
た
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
の
工

芸
品
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
ゆ
く

ゆ
く
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
も

地
産
地
消
す
る
宿
に
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
事
業
者
と
の
連

携
に
よ
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
イ
ベ
ン
ト
、
成
人
式
の
際
の

着
付
け
な
ど
、
ホ
テ
ル
の
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
新
た
な
価
値
を
生
み

出
す
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
お
り

ま
す
。

【
補
助
金
等
の
活
用
に
つ
い
て
】

商
工
会
の
支
援
の
も
と
、
小
規

模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
き
っ

か
け
に
、
数
多
く
の
補
助
事
業
を

活
用
し
ま
し
た
。

特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
宮
城
県

の
宿
泊
施
設
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
転

換
支
援
事
業
を
活
用
し
、
客
室
に

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
持
ち
込
め
る
お

部
屋
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
室
な
ど
を

設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
連
携
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
へ
の

指
導
・
助
言
も
い
た
だ
き
、
宿
泊

業
で
の
同
業
者
連
携
な
ど
の
面
的

な
取
り
組
み
に
関
し
て
も
助
言
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

今
後
は
①
他
地
域
か
ら
人
を
呼

び
込
み
、
宿
を
拠
点
に
経
済
循
環

が
で
き
る
取
り
組
み
を
構
築
す

る
。
受
け
身
の
経
営
か
ら
攻
め
の

経
営
に
シ
フ
ト
し
、
地
域
に
良
い

効
果
を
生
み
出
す
。
②
観
光
資
源

や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
設
な
ど
社

会
的
資
源
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
宿
泊
と
体
験
を
組
み
合
わ
せ

た
旅
行
の
提
供
。
③
地
域
資
源
を

使
っ
た
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発

と
販
売
が
で
き
る
会
社
を
目
指

す
。栗

原
市
だ
け
で
な
く
、
隣
接
地

域
の
同
業
者
や
異
業
種
の
方
々
と

連
携
し
、
暮
ら
す
人
・
訪
れ
る
人

の
双
方
に
と
っ
て
幸
せ
な
地
域
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

フラワーアレンジメントのイベント

自転車を収容できるコンセプトルーム

元気な事業所紹介

地域資源（ヒト・コト・モノ）を活かし、地域をつなぎ、
未来へつなぐ宿を目指して【私たちができること】
有限会社アネックスホテルアベ　代表取締役　阿部　功　氏
所在地：栗原市若柳字川南堤通24－3　　連絡先：0228－32－7411
ＵＲＬ　https://www.annexhotel-abe.com/
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宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

佐
藤
創
で
す
。
今
回
の
支
援
事

例
は
、
独
自
の
ス
マ
ホ
向
け
ア

プ
リ
開
発
で
新
規
事
業
に
取

り
組
む
、
仙
台
市
の
ス
マ
イ

リ
ー
ド
株
式
会
社
（
０
２
２

－

２
６
３

－

１
０
５
１
）
さ
ん
。

当
社
で
展
開
し
た
い
ア
プ
リ

は
、
飲
食
店
や
パ
ン
屋
・
菓
子
店

等
の
オ
ー
ナ
ー
向
け
の
も
の
で
、

「
デ
ジ
タ
ル
の
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド

と
ク
ー
ポ
ン
発
行
ア
プ
リ
」。

機
能
が
シ
ン
プ
ル
で
、
多
機

能
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
使
い
こ
な
せ
な

い
け
れ
ど
、
ク
ー
ポ
ン
等
で
お

客
様
に
還
元
し
た
い
、
と
考
え

る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
向
け
の
も
の
。

ア
プ
リ
名
は
リ
ピ
ー
ト
化
を
促

す
と
い
う
意
味
か
ら
「
ま
た
き

て
（
ｍ
ａ
ｔ
ａ
ｋ
ｉ
ｔ
ｅ
）」。

相
談
者
さ
ん
曰
く
「
地
元
に

は
隠
れ
た
名
店
が
あ
る
が
、
家

族
経
営
な
ど
個
人
店
が
多
い
。

大
手
の
情
報
発
信
に
押
さ
れ
る

個
人
店
を
応
援
し
た
い
」
と
の

気
持
ち
か
ら
開
発
。

支
援
す
る
私
も
大
い
に
共
感

す
る
も
の
の
、
想
い
が
店
舗

オ
ー
ナ
ー
に
届
き
に
く
い
こ

と
、
機
能
の
特
徴
が
分
か
り
に

く
い
こ
と
、
ま
た
一
軒
一
軒
ま

わ
る
営
業
で
非
効
率
な
こ
と
が

課
題
で
し
た
。
私
か
ら
は
、
①

個
人
店
を
応
援
す
る
ア
プ
リ
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
、
②

効
率
的
な
販
促
の
た
め
Ｄ
Ｍ
営

業
を
加
え
る
こ
と
を
提
案
し
、

ま
ず
は
ア
プ
リ
の
コ
ン
セ
プ
ト

整
理
か
ら
着
手
。

具
体
的
に
は
「
ア
プ
リ
に
登

録
す
る
お
店
を
、
地
元
の
個
人

店
だ
け
に
し
て
大
手
店
は
除
く

こ
と
」
を
提
案
。
消
費
者
が
ア

プ
リ
を
起
動
す
る
と
地
域
の
個

人
店
だ
け
が
表
示
さ
れ
る
た

め
、
地
域
活
性
化
の
ア
プ
リ
で

あ
る
こ
と
を
明
確
化
。
加
え
て

ア
プ
リ
名
称
を
「
地
域
の
良
店

発
見
ア
プ
リ
／
ま
た
き
て
」
と

変
更
。
メ
イ
ン
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
に
は
、
地
域
活
性
化
の
想

い
を
込
め
て
「
個
性
あ
ふ
れ
る

街
に
は
、
個
性
あ
ふ
れ
る
店
が

あ
る
」
と
し
、
想
い
に
共
感
頂

け
る
オ
ー
ナ
ー
や
商
店
会
・
自

治
体
担
当
者
さ
ん
に
伝
わ
る
資

料
を
作
成
。
今
後
、
販
促
を
実

施
す
る
計
画
で
す
。

想
い
を
サ
ー
ビ
ス
に
盛
り
込

む
コ
ン
セ
プ
ト
設
計
で
、
見
え

方
は
ぐ
っ
と
変
わ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
商
品
の
見
直
し
を
し
た
い
事

業
者
さ
ま
は
当
拠
点
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

０
２
２

－
３
９
３

－

８
０
４
４

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

新
規
事
業
開
発
　
支
援
事
例

新
規
事
業
開
発
　
支
援
事
例

 

中小機構東北本部では、ＩＴ化に関する中小企業向けのオンライン相談窓口

「ＩＴ経営サポートセンター」を開設しました。１回６０分、無料で何度でもご利用いただけます。

＊＊＊＊＊ こんなお悩み、ありませんか？ ＊＊＊＊＊

ＩＴ経営サポートセンターでは、ＩＴを活用して業務の効率化に繋げる方法や、企業様に合ったＩＴツー

ル、導入した場合の費用対効果等を専門家が一緒に検討します。

ＩＴ活用に向けたはじめの一歩として、ぜひお気軽にご相談ください。

【お問い合わせ先】

独立行政法人中小企業基盤整備機構東北本部 企業支援課

：

・勤怠管理に手作業が多く、効率化したい ・社内の情報伝達が上手くいかない

・顧客情報を社内で共有して営業に活かしたい ・社内決裁をペーパレス化したい

 

のごあんない 

詳細・お申込みはこちらから
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先日、衣替えを機に何回目かの断捨離にチャレンジ。
ところが、ご多分に漏れずモノを目の前にするともった
いない気持ちが先行して、今回も時間を要した割には
一向に収拾がつかず、思わずため息が・・。「捨てた
いのに、捨てられない」、一見モノに支配されているよ
うに思いがちですが、どうやら自分自身の感情や概念
（考え）がそうさせているようです。

▶ 溜めずに捨てる　～モノではなく感情・概念～
「思い出の品だから」、「これは高かったから」、「プ
レゼントでもらったから」とか。このように考えたとき、
捨てられない理由はすべて自分が頭の中で作りだした
概念、という見方があるようです。

一方、そうした概念は時に自分自身の概念ではない
ケースも・・。「親が大切に思っているから」「世間で
はこうすべきであるから」といった人の考えを、あたか
も自分の考えだと思い込んでしまったり・・。断捨離
のコツは、自分自身の思い込みや自分との関係性を考
え、「これはここにあるのが当たり前なモノ」、「誰でも
持っているべきモノ」といった概念を外すことかもしれ
ません。元 ヨ々ガの行法である「断行」「捨行」「離行」
から生まれた断捨離。新しく入ってくる不要なモノを断
ち、家にある不要なモノを捨て、モノへの執着から離
れるという思想。どうやら単にモノを捨てれば良いとい
うだけではなさそうです。一般財団法人断捨離は、断
捨離とは、モノを通じて、思考・感覚・感性を取り戻す
こと。モノ、コト、ヒトを通して「わたし」を気づくこと、
向かい合うこと、見つめることと定義しております。毎
日の暮らしの中で本当に必要なモノを選ぶことは、対
象物やカテゴリーの違いこそあれ、日々のビジネスシー
ンにもシンクロしてくる作業だと思います。

宮城県商工会連合会嘱託専門指導員
中小企業診断士　工　藤　弘　之
専門分野は事業連携・生産革新。中核的支援
機関で中小企業者等の経営革新や創業支援に
従事。令和 4年 4月から現職。

事業価値を高める
～変化  先取り  ひと工夫  新たな事業活動にチャレンジ～

—ワンポイント経営アドバイス—

自由闊達
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商工会名 イ　ベ　ン　ト　名 開　催　日 開　催　場　所
名 取 市 第39回なとり夏まつり 8 月10日㈯　※雨天中止 名取市閖上

岩 沼 市
今年も飲むすぺ!?岩沼駅前サマーフェスタ 7 月20日㈯　※荒天中止 岩沼市岩沼駅前広場（東口）
いわぬま市民夏まつり 8 月24日㈯　※小雨決行、荒天中止 岩沼市役所前広場及び岩沼市民体育センター駐車場

角 田 市 第 3 回かくだ牟宇姫夏まつり 8 月14日㈬ 角田市田園ホール及び市民センター駐車場・本町パークほか
丸 森 町 齋理幻夜 8 月 3 日㈯ 丸森町　蔵の郷土館 齋理屋敷とその周辺
蔵 王 町 第109回遠刈田温泉　仮装盆踊り大会 8 月14日㈬ 　※中止の場合は 8 月15日㈭ 蔵王町遠刈田温泉　蔵王通り　※ 開催時に道路交通規制で歩行者天国になります

七 ヶ 宿 町
七ヶ宿火まつり 8 月24日㈯ 七ヶ宿ダム自然休養公園
わらじで歩こう七ヶ宿 8 月25日㈰ 七ヶ宿スキー場～七ヶ宿町役場（道中）

大 河 原 町 第49回おおがわら夏まつり 8 月10日㈯　※雨天決行、荒天中止、順延なし 白石川公園

亘 理 山 元
わたりふるさと夏まつり 8 月15日㈭ 鳥の海公園周辺
東北未来芸術花火 9 月28日㈯　※雨天決行、荒天中止 鳥の海公園特設会場

み や ぎ 仙 台 第42回　泉区民ふるさとまつり 8 月24日㈯　※雨天決行、荒天中止 仙台市泉区七北田公園
多賀城・七ヶ浜 多賀城市民夏祭り　ザ・祭りｉｎ多賀城 8 月24日㈯ 多賀城市　陸上自衛隊多賀城駐屯地グラウンド

利 府 松 島
「日本三景の日」記念行事 7 月21日㈰ 松島海岸中央広場
松島流灯会　海の盆 8 月15日㈭、 8 月16日㈮ 松島海岸中央広場
高城町盆踊り（青年部七夕飾り） 8 月20日㈫ 高城町中央広場

く ろ か わ
第30回まほろば夏まつり 8 月 4 日㈰ 大和町ふれあい文化創造センター（まほろばホール）
富谷市商工祭「2024おもしぇがらきてけさin富谷」 8 月17日㈯ 富谷市しんまち公園駐車場

加 美
第35回色麻町かっぱのふるさと祭り 8 月 4 日㈰ 色麻町役場前広場（雨天時は町民体育館を予定）
2024中新田夏まつり【宵一緒まつり】 8 月12日（月・祝）　※雨天決行 加美町中新田花楽小路通り

玉 造
いわでやま内川夏祭り 8 月 3 日㈯ 大崎市住民協働館ユービック
第69回全国こけし祭り 8 月31日㈯～ 9 月 1 日㈰ 大崎市立鳴子小学校体育館・鳴子温泉街
第61回政宗公まつり 9 月 8 日㈰ 大崎市岩出山南町商店街通り

大 崎

三本木サマーフェスティバル 8 月11日㈰　※雨天時花火のみ順延 8 月12日㈪予定 NOSAI宮城駐車場特設会場
第44回鹿島台わらじまつり 8 月14日㈬ 大崎市鎌田記念ホール特設会場
2024まつやま夏まつり 8 月14日㈬ 大崎市松山公民館前広場
千手観音まつり 9 月15日㈰ 大崎市田尻総合支所

遠 田
えきフェスMISATO2024 8 月 4 日㈰ 美里町JR小牛田駅
みさと花火2024 8 月14日㈬ 美里町牛飼水辺公園
わくや夏まつり花火大会 8 月14日㈬ 涌谷町江合川河川敷

栗 原 南 部

つきだて七夕まつり 8 月 3 日㈯　※雨天中止、しづはた姫コンテストのみ開催 栗原市築館総合支所駐車場特設会場
泉のふるさと高清水.夏まつり 8 月10日㈯　※小雨決行、荒天中止 栗原市高清水農村公園特設会場
せみね夏まつり 8 月14日㈬　※雨天時公民館ホールで開催 栗原市瀬峰公民館駐車場特設会場
しわひめ水車まつり 8 月14日㈬　※雨天中止、花火のみ15日、17日に順延 イオンスーパーセンター栗原志波姫店北側市道特設会場

若 柳 金 成
金成夏まつり 8 月 3 日㈯ 栗原市　金成けやき公園
若柳夏まつり 8 月16日㈮　※雨天順延 8 月18日㈰ 栗原市若柳　川南迫川河川公園

栗 駒 鶯 沢 2024くりこま山車まつり 7 月27日㈯～ 28日㈰ 栗原市栗駒岩ケ崎馬場通り周辺
一 迫 花 山 第29回夏まつり灯ろう流し大会 8 月14日㈬ 栗原市立一迫小学校隣　長崎川
登 米 中 央 登米市佐沼夏祭り 7 月28日㈰ 登米市迫町佐沼地区　一市・八日町通り　他
み や ぎ 北 上 第38回　とよま明治村夏まつり 8 月 3 日㈯ 登米市登米町蔵ジアム特設会場

登 米 み な み
2024 YOSAKOI＆ねぷたinとよさと 8 月11日㈰　※雨天決行（小雨） 陸前豊里駅前通り
もっこり牛まつり 8 月11日㈰ 登米市南方中央運動広場(南方総合支所前）

東 松 島 市
東松島市鳴瀬流灯花火大会 8 月16日㈮　※雨天時順延 鳴瀬大橋左岸河川敷
東松島夏まつり2024 8 月24日㈯　※雨天中止 東松島市商工会周辺
航空自衛隊松島基地航空祭 8 月25日㈰ 航空自衛隊松島基地

石 巻 か ほ く
サマーフェスタ・イン・かほく 8 月11日㈰ 石巻市河北総合センター（ビッグバン）
飯野川商店街 歩行者天国 8 月24日㈯ 石巻市河北 飯野川商店街
おがつ夏フェス 8 月（日にち未定） 道の駅硯上の郷

河 南 桃 生
和渕夏祭り 8 月15日㈭　※小雨決行、荒天中止 石巻市和渕水辺の楽校
ものうふれあい祭 9 月14日㈯　※雨天順延 9 月15日㈰ 石巻市桃生植立山公園

石巻市牡鹿稲井 牡鹿鯨まつり 8 月10日㈯ ホエールタウンおしか　捕鯨船前広場　他

女 川 町
第57回おながわみなと祭り 7 月28日㈰　※荒天中止 女川町海岸広場周辺
8 月だョ！全員集合！おながわ盆踊り2024 8 月18日㈰　※雨天順延 8 月24日㈯ 女川町駅前広場周辺

南 三 陸
南三陸町志津川湾夏まつり 7 月27日㈯　※荒天順延 8 月 3 日㈯ 志津川仮設魚市場周辺特設会場
第12回歌津夏まつり 9 月 8 日㈰　※荒天時花火のみ順延 9 月15日㈰ 南三陸ハマーレ歌津特設会場

令和6年度商工会地区夏のイベント情報
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百
四
十
九
名
参
加
の
も
と
開
催
さ

れ
、
主
張
発
表
大
会
で
は
、
県
下

五
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
代
表
者
が
日

頃
の
青
年
部
活
動
等
に
つ
い
て
熱

弁
を
振
る
っ
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、「
コ
ロ

ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
再
確
認
し
た

青
年
部
活
動
の
重
要
性
」と
題
し
、

地
元
中
学
生
へ
の
卒
業
記
念
事
業

を
通
し
て
気
付
い
た
地
域
貢
献
活

動
と
青
年
部
事
業
の
重
要
性
に
つ

い
て
発
表
し
た
、
大
崎
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
の
浅
野
健
太
君
（
加
美
）
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
。
八
月
二
十
一

日
に
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
る
主
張

発
表
東
北
六
県
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
に
本
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
切
符
を
手
中
に
収
め
た
。

ま
た
、
講
演
会
で
は
全
国
商
工

会
壮
青
年
部
連
合
会　

宮
窪
大
作

会
長
と
、
宮
窪
会
長
が
全
青
連
会

長
を
務
め
ら
れ
た
当
時
の
宮
城
県

青
連
会
長
を
務
め
た
尾
出
恵
一
氏

（
大
崎
市
）
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
東
日

本
大
震
災
後
に
取
り
組
ん
だ
そ
れ

ぞ
れ
の
青
年
部
事
業
や
今
後
の
青

年
部
活
動
へ
の
想
い
な
ど
話
し
て

い
た
だ
い
た
。

な
お
、
主
張
発
表
大
会
の
結
果

は
次
の
通
り
。

○
最
優
秀
賞

　

大
崎
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　
　

浅
野　

健
太
君（
加　
　

美
）

○
優
秀
賞

　

三
陸
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　

武
山　

参
奨
君（
石
巻
か
ほ
く
）

令
和
六
年
度
通
常
総
会
が
去
る

五
月
十
三
日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ

ラ
ス
仙
台
国
分
町
に
て
開
催
さ
れ

た
。審

議
に
先
立
ち
、
令
和
五
年
度

商
工
会
青
年
部
員
増
強
運
動
で
顕

著
な
実
績
を
挙
げ
た
村
田
町
、
登

米
中
央
、
東
松
島
市
の
三
商
工
会

青
年
部
に
対
し
表
彰
状
と
記
念
品

が
、
福
田
県
青
連
会
長
よ
り
贈
呈

さ
れ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
提
出
さ
れ
た

五
議
案
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

通
り
承
認
さ
れ
、
新
年
度
事
業
計

画
で
は
、
青
年
部
員
増
強
運
動
を

強
力
に
推
し
進
め
、
更
な
る
組
織

基
盤
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、
大
規

模
自
然
災
害
等
に
対
す
る
全
青
連

が
行
う
支
援
活
動
へ
の
協
力
や
、

富
山
県
青
連
と
の
防
災
・
減
災
の

た
め
の
情
報
交
換
を
は
じ
め
と
し

た
青
年
部
や
青
年
団
体
等
と
の
交

流
、
地
域
経
済
を
牽
引
す
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
る

た
め
の
研
修
会
事
業
等
積
極
的
に

取
り
組
み
、
活
力
あ
る
青
年
部
活

動
を
行
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

最
優
秀
賞
に
浅
野
健
太
君

（
加
美
商
工
会
）

︱
商
工
会
青
年
部
員
研
修
会
︱

商
工
会
青
年
部
員
研
修
会
が
六

月
二
十
一
日
、
や
く
ら
い
文
化

セ
ン
タ
ー
で
県
下
青
年
部
員
等

令
和
六
年
度
宮
城
県
商
工
会
女

性
部
連
合
会
通
常
総
会
が
去
る
五

月
十
四
日
に
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
て
開
催
さ
れ
た
。

審
議
に
先
立
ち
、
令
和
五
年
度

商
工
会
女
性
部
員
増
強
運
動
で
顕

著
な
成
績
を
収
め
た
、く
ろ
か
わ
、

大
崎
、
岩
沼
市
の
三
つ
の
商
工
会

女
性
部
に
対
し
表
彰
状
と
記
念
品

の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
令
和
五
年
度

事
業
報
告
、
令
和
六
年
度
事
業
計

画
等
の
三
議
案
が
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
四
号
議
案 

任
期
満

了
に
伴
う
役
員
選
任
の
件
で
は
次

の
方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ

た
。

【
宮
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
新
役
員
】

（
敬
称
略
）

会
長　

吉
木　

妙
子（
東
松
島
市
）新

副
会
長　

武
田　

篤
子（
岩
沼
市
）再

〃　

奥
山
ま
き
子（
く
ろ
か
わ
）新

〃　
佐
々
木
ち
ゑ
子（
み
や
ぎ
北
上
）新

理
事　

小
野　

陽
子（
角
田
市
）新

〃　

八
重
樫
裕
子（
大
河
原
町
）新

〃　

安
住
あ
や
子（
多
賀
城
・
七
ヶ
浜

）新

〃　

坪
田　

豊
子（
玉　

造
）新

〃　

畑　
　

博
子（
遠　

田
）再

〃　

三
浦　

直
子（
栗
駒
鶯
沢
）新

〃　

渋
谷　

幸
子（
登
米
中
央
）新

〃　

佐
藤
み
さ
江（
南
三
陸
）新

監
事　

畑
中　

公
子（
七
ヶ
宿
町
）新

〃　

後
藤　

裕
子（
利
府
松
島
）新

最
優
秀
賞
に
齊
藤
良
子
さ
ん

（
本
吉
唐
桑
）

︱
商
工
会
女
性
部
員
研
修
会
︱

去
る
六
月
十
八
日
仙
台
サ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

百
四
十
六
名
の
部
員
の
参
加
の
も

と
商
工
会
女
性
部
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。

女
性
部
主
張
発
表
大
会
で
は
、

五
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
女
性
部

活
動
等
に
つ
い
て
熱
弁
を
振
い
、

三
陸
の
豊
か
な
海
で
育
っ
た
牡
蠣

を
使
用
し
た
女
性
部
名
物
の
「
牡

蠣
汁
」
を
通
し
て
、
部
員
同
士
の

結
束
や
地
域
と
の
繋
が
り
を
発
表

し
た
本
吉
唐
桑
商
工
会
の
齊
藤
良

子
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

七
月
二
十
四
日
、
松
島
町
で
開
催

の
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
女

性
部
主
張
発
表
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
講
演
会
で
は
モ
バ
イ
ル

エ
ー
ル
代
表　

橘
明
日
香
氏
よ
り

「
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
か
ら
寄
り
添

う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
」
と
題
し
講
演
を

い
た
だ
い
た
。

な
お
、
主
張
発
表
大
会
の
結
果

は
次
の
通
り
。

○
最
優
秀
賞

三
陸
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　

齊
藤　

良
子
さ
ん（
本
吉
唐
桑
）

○
優
秀
賞

仙
南
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　

日
吉　

博
子
さ
ん（
柴
田
町
）

最優秀賞を受賞した浅野健太君

通常総会での集合写真

新会長に就任した吉木妙子氏

最優秀賞受賞した
齊藤良子さん

新
会
長
に
吉
木
妙
子
氏

（
東
松
島
市
）を
選
任

︱
令
和
六
年
度
県
女
性
連
通
常
総
会
︱

部
員
の
資
質
向
上
と
組
織
強
化
を

重
点
事
業
と
し
て
展
開

︱
令
和
六
年
度
県
青
連
通
常
総
会
︱


